
守谷市自治会連絡協議会会則 

 

（名称及び事務所の所在地） 

第１条 本会は，守谷市自治会連絡協議会（以下「協議会」という。）と称し，

事務所を守谷市役所内に置く。 

（組織） 

第２条 協議会は，区長（守谷市区長設置規則（昭和５８年守谷町規則第５

号）第１条に規定する区長をいう。以下同じ。）をもって組織する。 

（目的） 

第３条 協議会は，区長相互の連絡協調をはかり，民主的にして明朗なる町

内自治の確立を期するとともに，市民の参加と総意・工夫により，住みよ

いまちを形成し，維持することを目的とする。 

（事業） 

第４条 協議会は，前条の目的を達成するために，次の事業に取り組む。 

（１）地区活動をはじめ区長相互の情報交換に関すること 

（２）区長の意識向上のための研究会等の開催 

（３）住みよい街づくりのために行政へ提言すること 

（４）その他目的達成に必要な事業  

（役員） 

第５条 協議会に，次の役員を置く。 

（１）会 長   １名 

（２）副会長  若干名 

２ 会長は，協議会を代表し，会務を総理する 

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは，

会長があらかじめ定めた順位により，その職務を代理する。 

（役員の推薦及び選任） 

第６条 役員は，全区長の中から，区長の自薦若しくは他薦，又は守谷市の

推薦により推薦するものとする。 

２ 役員は，推薦された区長の中から総会において選任する。 

（役員の任期） 

第７条 役員の任期は，１年とする。ただし，その再任を妨げないものとす

る。 

２ 欠員により新しく役員となった者の任期は，前任者の残任期間とする。 

３ 役員は，任期が終了しても，次期役員が選出されるまでの間，その職務

を行わなければならない。 

（総会） 

第８条 総会は，協議会の議決機関であって全区長をもって構成し，次の各

号に掲げる事項を決定する。 



（１）会則の制定及び改廃に関すること 

（２）主要な事業に関すること 

（３）役員の選任 

（４）その他協議会の運営上重要なこと 

２ 総会は，会長が招集し，会長が会議の議長となる。 

３ 総会は，構成員の過半数が出席（代理及び委任を含む）しなければ議事

を開き，議決することができない。議事は，出席者の過半数で決し，可否

同数のときは議長が決するところとする。 

４ 総会は，会長が副会長に承認を得た上で，構成員を招集せずに書面によ

る採決を行うことができる。その場合において，議事は全区長の過半数で

決し，可否同数のときは会長が決するところとする。 

（役員会） 

第９条 役員会は，役員をもって構成し，次の各号に掲げる事項を決定する。 

（１）総会に付議・提議すること 

（２）協議会の運営に関すること 

（３）事業の実施に関すること 

（４）その他，総会で提議された事項 

２ 役員会は，会長が招集し，会長が会議の議長となる。 

３ 役員会は，役員の過半数が出席（委任を含む）しなければ議事を開き，

議決することができない。議事は，出席者の過半数で決し，可否同数のと

きは議長が決するところとする。 

４ 役員会は，会長の判断により役員を招集せずに書面による採決を行うこ

とができる。その場合において，議事は役員の過半数で決し，可否同数の

ときは会長が決するところとする。 

 （専門部会） 

第 10 条 協議会は，必要に応じ専門部会を設けることができる。 

２ 専門部会設置に必要な事項は，総会の議決により定める。 

 

附 則 

 この規約は，令和２年１１月２５日から施行する。 

 


